
1

                            平成 29年10月 1日 第406 号
情勢判断学会 東京本部
会員向けニューズレター
発行人 古川 彰久

事務局 〒252-0321神奈川県
相模原市南区相模台１－２３－９
Ｔel.＆Fax.

０４２－７４８－８２４０
http://www.jouhan.com
E-mail:info@iki2life.com

１０月例会ご案内
１０月１２日 木曜日  18;30 ～ 21;00
テーマ ： 【Ⅿ】Ⅹ【ｈ】＝± の意味の解説

場所  ： 港区商工会館

参加費 ： 1000円

担当  ： 榊原 高明

城野先生の「両面思考」は重要な指針の一つであり、

ものごとには必ずプラス面とマイナス面が一体であ

るとの思考法です。

しかし、理系の私は、それでは何故根源的にそのプラ

ス、マイナス面が出現するのか、長い間考えてきまし

た。

その結果、森 政弘さん（当時 東工大教授、ロボッ

ト博士として有名）の著書に解明のヒントを見つけま

した。

そのカギは「無記（むき）」というお釈迦様が発見さ

れた天地の真理と言える用語でした。

無記とは、善でも悪でもないもの。つまりそれ以前の

ものという意味です。

表題の 【Ⅿ】Ⅹ【ｈ】＝± とは――

【Ⅿ】：無記

【ｈ】：human 人間

± :結果、プラス面マイナス面

無記の具体例として刃物があります。

刃物は人を殺そうとするときには「ドス」と言い、

人の命を助けようとする場合には「メス」と言われる

が、両社は本来同じもの。

刃物の無記は「先端が薄く尖ったへら」と定義される。

つまり、無記に人間が係わって始めて、プラス面やマ

イナス面が発現する。

刃物にはじめから両面があった分けではない。

つまり、人間が係わらなければ、この世に善も悪も、

そしてプラス面、マイナス面は生じないことになる。

これが【ｈ】の意味です。

例会ではこの式について解説し、

皆様とこの思考法がはたして正しいものなのかど

うか、討議したいと思います。
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８月は休会でしたので、例会報告はありません。

例会予定

2017年

１１月９日 木曜日  18;30 ～ 21;00
テーマ ： 未定

場所  ： 港区商工会館

担当  ： 未定

１２月１４日 木曜日  18;30 ～ 21;00
テーマ ： 未定

場所  ： 港区商工会館

担当  ： 未定

開催場所：港区商工会館

港区商工会館へのご案内地図

東京都港区海岸1-4-28  TEL03-3433-0862
ゆりかもめ竹芝駅より徒歩６分、
ＪＲ浜松町駅北口から徒歩およそ７分 、
都営地下鉄浅草線・大江戸線大門駅B２出口からおよ
そ徒歩10分

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
※ 会誌発送は、E-mail です。

※ 年会費はありません。

※ 「じょうはん」発送のお申込は、

E-mail： info@iki2life.com
まで、Mailでご連絡下さい。

※ 興味のありそうな方にも積極的に転送してあ

げて下さい。

※ ホームページもご確認下さい。

   http://www.jouhan.com
<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<

編集後記

今回は榊原氏から、脳力開発の重要な指針の一つ

でもある「思考方法」について、

理系男子の目＝新しい観点から解説して頂きま

す。

皆様の積極的な参画を期待申し上げます。(古川)


